
  

適正な運賃のあり方に関する検討事項の整理 

 
◇市民のニーズを把握 
 ・市民アンケート調査等の実施 
  
◇他市のコミュニティバスとのサービスの差異 
 ・コミュニティバスの位置付け 
 ・提供されているサービス 

●サービスの内容 

 
◇運行補助金負担額の妥当性 
 ・公費負担のあり方 
 ・他の事業と比較 
 
◇利用者への普及啓発 
 ・利用者へのPR方法 

●持続的な運行の確保 

 
◇民間路線バス利用者との運賃格差 
 ・路線バスで提供されているサービス 

●運賃負担の公平性 

 
 ・市内の公共交通機関の現状 
 ・民間路線バスでカバーできない公共交通空白地域の解消としての補完的役割 

＜はなバスの運行目的＞ 
公共交通空白地域・不便地域の解消 

適正な運賃のあり方の検討 
～配慮すべき事項～ 

・運賃及びルート見直しの評価基準 
・公共交通空白地域・不便地域を補う他の交通手段の検討 
 （ユニバーサルデザインタクシー、福祉タクシーの普及促進、移動支援のあり方の検討） 

資料４ 


